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2021年度薬剤師部会活動状況①

日 時： 2021年6月4日（金）17時
議 長： 下枝 貞彦（東京薬科大学）
※オンライン(Zoom)で開催
◎報告事項
1.未来がんプロにおける薬剤師キャリアパ

ス形成のための支援事業の実施状況（活
動計画）
東京薬科大学：下枝 貞彦より報告
弘前大学：新岡 丈典先生より報告
東京医科大学：東 加奈子先生より報告
国際医療福祉大学：辻 稔先生より報告
聖マリアンナ医科大学：湊川 紘子 先生
より報告
慶應義塾大学：服部 豊 先生より報告

◎協議事項
議長下枝貞彦より説明資
1.がんプロ最終年度における薬剤師部会事
業計画について

慶応義塾大学との共催事業について
患者会との連携について

薬剤師部会による市民公開講座の開催に
ついて

2.がんプロ終了後の連携維持態勢について

閉会挨拶：弘前大学大学：新岡 丈典先生

※2021年度第2回「未来がん医療プロ
フェッショナル養成プラン」
薬剤師部会開催予定日時
2021年9月10日（金）17時からオンライン
(Zoom)で開催

2021年度第１回薬剤師部会議事次第
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2021年度薬剤師部会活動状況②

国際医療福祉大学 がんプロ公開講座

「がん薬物療法における薬剤師への期待、
果たすべき役割」企画について

開催予定日
2021年11月7.14.21日（日曜日）のいずれか

主催 国際医療福祉大学

共催 未来がん医療プロフェッショナル養
成プラン 薬剤師部会

担当委員
国際医療福祉大学薬学部 辻稔
国際医療福祉大学病院 佐藤淳也

企画趣旨

がん医療における薬剤師の役割は、ます
ます高まっている。がんプロフェッショナ
ル養成プランの薬剤師部会では、「がん薬
物療法における薬剤師への期待、果たすべ
き役割」をメインテーマに、公開講座を企

画した。構成は、特別講演として「がん薬
物療法の進歩とそれに関わる薬剤師への期
待」とし、がん医療のうち薬物療法の進歩
とそれに関わる薬剤師に期待される役割を
医師の立場より講演を賜る。そして、薬剤
師部会の他大学部会施設から、「臨床教
育」、「臨床研究」、「臨床実務」をテー
マに一般講演を企画する。

聴講対象者は、がん医療に関心のある一
般聴講者も受け入れるほか、大学院生、医
療系職員、他大学からの薬学系聴講者を広
く受け入れる。本プラン最終年度における
薬剤師育成などプランの成果を含む発表を
行うものとする。
(Zoom)で開催

薬剤師部会議メール会議にて以下の案件を協議し承認
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2021年度薬剤師部会活動状況③

日 時： 2021年9月10日（金）17時
議 長： 下枝 貞彦（東京薬科大学）
※オンライン(Zoom)で開催

◎報告事項ならびに協議事項
議長下枝貞彦より説明

１．がんプロ最終年度における薬剤師部会
事業計画について

薬剤師部会による市民公開講座の開催に
ついて
国際医療福祉大学薬学部
薬学科 副学科長薬理学分野 辻 稔
教授

慶応義塾大学との共催事業について
慶應義塾大学 大学院薬学研究科
病態生理学講座 服部 豊 教授

2．がんプロ終了後（次期延期中）の連携維
持態勢について

閉会挨拶：
18時00分終了予定

※2021年度第5回「未来がん医療プロ
フェッショナル養成プラン」
薬剤師部会開催予定日時
2021年12月10日（金）17時からオンライン
(Zoom)で開催

2021年度第2回薬剤師部会議事次第
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2021年度薬剤師部会活動状況④
共催事業の展開
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2021年度薬剤師部会活動状況⑤

日 時： 2021年12月10日（金）17時
議 長： 下枝 貞彦（東京薬科大学）
※オンライン(Zoom)で開催

開催挨拶：東京薬科大学大学 下枝 貞彦

◎報告事項ならびに協議事項
議長下枝貞彦より説明
１．薬剤師部会共催事業 実施報告
薬剤師部会による市民公開講座
国際医療福祉大学薬学部
薬学科 副学科長 薬理学分野
辻 稔 教授

慶應義塾大学薬学部公開講座
第2回がんプ ロフェッショナル研修会
慶應義塾大学 大学院薬学研究科
病態生理学講座
服部 豊 教授

2．がんプロ終了後の連携維持態勢について
3. その他

閉会挨拶：
18時00分終了予定

※2021年度第6回「未来がん医療プロ
フェッショナル養成プラン」
薬剤師部会開催予定日時
2022年 3月4日（金）17時からオンライン
(Zoom)で開催予定

特に議題はなく、メール会議に変更。

事業実施がなくても薬剤師部会のコ
ミュニティーは継続することで一致。

2021年度第3回薬剤師部会議事次第
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端境期における次期事業を指向した
薬剤師部会における本年度の活動案

① 慶應義塾大学薬学部
ワークショップにおけるファシリテーターの派遣

② 国際医療福祉大学薬学部
市民公開講座への講師派遣

③ 聖マリアンナ医科大学附属病院薬剤部
腫瘍循環器学分野での本学大学院生の研修実施の打診

④ 東京医科大学附属病院薬剤部
本学教員のがん領域における臨床研修の受け入れ

⑤ 北東北の関連施設における人材交流
①②については引き続き継続するとともに、③については2022年
度中の実施を、④については2020年度から開始された受け入れに
向けた調整の継続を、⑤については次年度以降予算が確保できれ
ば実施を検討
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敷地内院外薬局≒
がん専門医療機関連携薬局

「専門医療機関連携薬局」認定に必要な専門
医療機関（病院薬剤部）との関わり
⚫がんの専門性の認定（日本医療薬学会）を受けた常
勤の薬剤師の配置に必要な薬剤師研修の受け入れ

⚫がんの専門医療機関などとの連携体制（一定の実
績）

⚫がんの専門医療機関との間で開催される会議への継
続的な参加

⚫がんの医薬品の適正使用に関する情報提供の実績

2022年4月の報酬改定では点数化は見送り

令和3年8月1日に行「患者のための薬局ビジョン」
（平成 27 年 10 月 23 日策定）で示された

かりつけ薬剤師・薬局における機能や高度薬学管
理機能を元にした地域連携薬局及び専門医療機関
連携薬局の認定を開始

「専門医療機関連携薬局」制度の運用開始

旧未来がん医療プロ
フェッショナル養成
プランとの連携

薬剤師部会による援助


